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三浦半島断層群は、主部と南部から構成されており、いずれも上下変位を伴う右横ずれが卓越する断層帯であ
る。さらに、断層群主部は、ほぼ西北西-東南東方向に並走する北側の衣笠・北武断層帯と南側の武山断層帯に
細分される（地震調査研究推進本部地震調査委員会、2002）。 
三浦半島断層群の陸域及び海域延長部においては、断層の分布、活動性を明らかにすることを目的とした活断
層調査の一環として反射法地震探査が実施されている（今泉他1987、岩淵他1996、神奈川県2000、阿部他
2006、森他2015）。また、首都圏地域下に沈み込むフィリピン海プレートの性状を明らかにすることを目的と
して相模湾から陸域の三浦半島断層群を横断し東京湾に至る長大測線において深部地殻構造探査が実施されて
いる（文部科学省 2003）。 
これらの調査においては、それぞれの研究目的に応じて、可探深度としては海底から地震発生層深度まで、分
解能としては数十センチメートルオーダーから数百メートルオーダーまで、様々な発震周波数帯域の震源を用
いた反射法地震探査記録が取得されている。したがって、これらの反射記録断面を可探深度と分解能に応じて
浅部から深部に相補的に比較検討することにより、三浦半島断層群の断層構造を地表から地下深部まで連続的
に把握できる可能性があると考える。 
本研究においては、前述した既存調査データの中から、ほぼ同一測線上で実施されたものを選択し、必要に応
じて再処理も実施しつつ、三浦半島断層群武山断層の浅部から深部に至る断層形状を検討した。用いたデータ
は浅部を対象とした高分解能なチャープソナー、海底面下100～200mを対象としたシングルチャンネル反射法地
震探査、海底面下数百m～1km程度を対象としたマルチチャンネル反射法地震探査である。 
反射断面を精査すると海底面の撓み、地層のキンク状の変形を示す堆積構造が認められ、断層と認識され
た。この位置は三浦半島を横断する葉山・嶺岡隆起帯の南縁部に位置する三浦半島断層群武山断層の海域延長
部に当たるため、この断層は武山断層であると推定される。この断層は表層部では北向きの急傾斜を示し、深
さ約300～600m付近では約30～40°の傾斜角を持つ。この断層の位置と傾斜を深部に延長した部分には文部科学
省（2003）がフィリピン海プレートから派生した断層との関連を指摘した北に緩く傾斜した反射面が存在す
る。空間的対応関係に基づけば、両者は連続している可能性が示唆される。ただし、深度方向に比較した反射
断面ですべての深度を連続的に網羅できているわけではないので今後は同地域における速度構造との比較も含
めてさらに検討を深めたいと考えている。 
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